
計@:ll-3

遅延型アレルギー炎症発現におけるマクロファー

ジ由来の血液凝固の開始因子 ･組織因子の役割

今村隆寿 (熊本大 ･医)

遅延型アレルギー反応 (DHR)は結核菌感染,

接触性皮膚炎.移植臓器拒絶反応等にみられる細

胞性免疫反応のモデルとなる炎症反応である｡

DHRの特徴的所見である硬結の組織像はフィブ

リン沈着とマクロフT-ジ浸潤である.マクロファー

ジは種々の刺激により血液凝固反応の開始因子で

ある組縦因子 (TF)を発現することが知られて

おり,また,抗血液凝固剤は硬結形成を抑制する

ことから.マクロファージの発現するTFによっ

て引き起こされる血液凝B]反応がDHRの進展に

関わっていると推察される｡そこで,DHRの機

序解明の一端として,DHR病変部に浸潤したマ

クロファージのTF発現を免疫組織学的に検討し

た ｡

BCG死歯と不完全フロイントアジュバントの

エマルジョンで感作し4週間後にPPDで惹起し

た日本ザルDHR皮膚を採取して凍結切片を作製

し.抗TF.抗フィブリン及び抗マクロファージ

単クローン抗体で免疫組織染色を行なった｡また.

TFcDNAを用いて,insituhybridizationを行

なった｡

DIiR局所には真皮深層から表皮下にかけてネッ

ト状に染色される強いフィブリンの沈着があり,

浸潤した単核細胞の細胞膜にTF抗原が認められ

た.insituhybridizationにより.これらの細胞

はTFmRNAをも発現していることが確認された｡

抗マクロファージ抗体との二重染色を行なうと,

TF陽性単核細胞の殆どがマクロファージで,マ

クロファージの約90%がTF陽性であった｡TF

陽性マクロファージの経時的増加はフィブリン沈

着の広がりや硬結の進展と相関がみられた.一方,

DHRを起こしてない皮膚にはフィブリン沈着や

TF陽性マクロファ-ジは見られなかった｡これ

らの結果より,DHR部に浸潤したマクロ77-

ジが発現するTFによって誘導される血液凝固反

応が硬結を形成するDHRの進展に深く関与する

事が示唆された｡

また,正常の血管内皮や脳ではさらにグリア細

胞にもTFの発現がみられた串は,TFの生理的

な機能を考えるうえでも興味深い所見であった｡

計画:ll-4

ニホンザルのスギ花粉症の血清疫学調査

橋本道子 (日猷大 ･野生動物)

横田 明 (名古屋市立東市民病院)

以前より報告されている.自然発症のニホンザ

ルのスギ花粉症について,引きつづき野外のニホ

ンザルの血清中のスギ花粉特異的IgE抗体の保有

率,およびスギ花粉中の2つの主要アレルゲンに

対する反応性について調べ,性別,年齢.群間で

比較した｡

材料と方法 :ニホンザル血清 :3か所の動物園お

よび7か所の野放公苑の野外飼育または餌付けニ

ホンザル564頭分｡うち雌336頭,雄219頭.特只

的IgEの測定 :抗原にスギ花粉粗抽出液および主

要アレルゲン(CryjⅠ,CryjII),蛍光･X質に4-
メチルウンペリフェロンーβガラクトシドを用い

たIndirectELISA法｡

結果および考察 :564頑中スギ花粉粗抗原特只的

IgE陽性固体は63頭 (ll.5%) うち雌44iiII
(13.1%)雄19頭 (9.6%)であった｡564頭中年

齢のわかっている363頭は2歳から32歳,平均年

齢8.12歳であり.うち陽性固体41頭 (ll.3%)の

平均年齢は12.5歳で,2歳の2例と3歳の1例以

外はすべて5歳以上であった｡このことは.人で

は20代から30代にスギ花粉症患者が好発している

ことと対応していると思われる｡また人で低年齢

屈の花粉症患者の増加が報告されているが.ニホ

ンザルでは,自然状態で0歳からの2年間の抗Wit

暴露で抗体産生が可能であることが明らかになっ

た｡しかし年齢と抗体価の相関は無く.個体差が

大きいと思われた｡また各群の抗体陽性率は,1.

7%から25%と群によってかなりばらつきがみら

れた｡次に粗抗原特異的IgE陽性個体63頭につい

て,2つの主要アレルゲンに対する反応性を調べ

た.CryjI,ⅠⅠの両方に反応するものは28頭 (liヰ.

4%),CryjIのみに反応するものは34頭 (54.0

%),CryjtIのみに反応するものは1溺 (1.6%)

であった｡人では両方に反応する患者が多いのに

対して.ニホンザルではCryjIの方に良く反応

する傾向がみられた｡また個休の平均年齢は,そ

れぞれの反応性でほぼ同じで.'ァレルゲンの反応

性と年齢についての一定の傾向はみられなかった｡
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